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Q
1	

「
お
墓
」っ
て
昔
か
ら
あ
る
も
の
な
の
で
す
か
？

―――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 
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Q
2	

方
角
な
ど
、気
を
付
け
た
方
が
よ
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

	――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

06

Q
3	

墓
石
に
刻
む
言
葉
は
何
が
よ
い
で
す
か
？

	――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

08

Q
4	

お
墓
へ
の
納
骨
は
い
つ
頃
が
よ
い
で
す
か
？

	――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

10

Q
5	

納
骨
時
に
、お
坊
さ
ん
に
お
経
を
読
ん
で
も
ら
う
ほ
う
が
よ
い
で
す
か
？

	――
―
―
―
―
―
―
―
― 

12

Q
6	

お
墓
と
お
内
仏（
仏
壇
）に
は
、ど
う
い
う
違
い
が
あ
り
ま
す
か
？

	――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

14

Q
7	

納
骨
後
の
お
墓
参
り
は
、い
つ
、ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

	
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

16

Q
8	

「
樹
木
葬
」、「
納
骨
堂
」、「
合
葬
墓
」。
ど
う
い
っ
た
も
の
で
す
か
？

	――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

18

Q
9	

「
墓
じ
ま
い
」を
し
よ
う
か
と
悩
ん
で
い
る
の
で
す
が
…
…
。
	――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

20

Q
10	

「
樹
木
葬
」や「
散
骨
」な
ど
の
弔
い
の
方
法
で
も
よ
い
で
す
か
？

	――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

22

真
宗
本
廟
と
大
谷
祖
廟
	――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

24

お
浄
土
と
は
何
で
す
か
？
	――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

28

著
者  

蒲が
ま

池い
け

勢せ
い

至し
（
民
俗
学
者
・
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
顧
問
）

1
9
5
1
年
愛
知
県
生
ま
れ
。
同
志
社
大
学
文
学
部
文
化
史
学
科
・
同
朋
大

学
文
学
部
仏
教
学
科
卒
業
。
博
士（
文
学
）。
専
攻
は
民
俗
学
。
同
朋
大
学
仏

教
文
化
研
究
所
研
究
顧
問
、
元
同
朋
大
学
特
任
教
授
。
真
宗
大
谷
派
名
古
屋

教
区
長
善
寺
前
住
職
。
著
者
に
『
探
訪 

真
宗
民
俗
―
儀
式
の
伝
承
と
現
代

社
会
』『
命
終
―
亡
き
人
の
ゆ
く
え
』（
共
に
東
本
願
寺
出
版
）な
ど
が
あ
る

絵
：
北
村 

人

※
本
書
は
月
刊
誌
『
同
朋
』（
東
本
願
寺
出
版
）2
0
2
4
年
7
月
号
に
掲
載
し
た
﹁
Q
＆
A
﹂
に
加
筆
修
正
を
行
い
、

コ
ラ
ム
2
本
を
加
え
て
冊
子
化
し
た
も
の
で
す
。
な
お
、﹁
Q
﹂
は
編
集
部
が
ま
と
め
ま
し
た
。



Q1A
そ
も
そ
も
﹁
お
墓
﹂
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
︒
石
塔
の
下
に
遺
骨
を
埋ま

い

葬そ
う

し
て
︑
死
者
や
先

祖
を
お
参
り
す
る
形
態
が
﹁
お
墓
﹂
だ
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
︒
こ
れ
は
︑
い

わ
ゆ
る
﹁
石せ

き

塔と
う

墓ぼ

﹂
で
す
︒
し
か
し
︑
遺
骨
や
遺
体
を
埋
葬︵
か
つ
て
の
土
葬
︶し
た
上
に
﹁
石

塔
を
建
て
る
﹂
形
態
は
︑
お
墓
の
歴
史
を
み
ま
す
と
そ
れ
ほ
ど
古
く
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

紀
元
前
の
縄
文
・
弥
生
時
代
の
﹁
お
墓
﹂
は
︑
大
き
な
甕か

め

の
中
に
遺
体
を
入
れ
て
埋
葬
す
る

﹁
甕か

め

棺か
ん

墓ぼ

﹂︑
遺
体
を
埋
葬
し
て
方ほ

う

形け
い

の
塚
を
築
き
︑
周
り
に
溝
を
巡
ら
し
た
﹁
方
形
周し

ゅ
う

溝こ
う

墓ぼ

﹂

で
し
た
︒
3
~
5
世
紀
頃
の
古
墳
時
代
に
は
︑
台
地
や
丘き

ゅ
う

陵り
ょ
う

斜
面
に
横
穴
を
掘
っ
た﹁
横よ

こ

穴あ
な

墓ぼ

﹂

が
あ
り
ま
し
た
︒
大
き
な
古
墳
は
天
皇
や
権
力
者
の
墓
で
す
︒
平
安
時
代
末
期︵
12
世
紀
末
︶に

で
き
た
﹃
餓が

鬼き

草そ
う

紙し

﹄
に
は
︑
遺
体
を
埋
め
た
塚︵
墳ふ

ん

墓ぼ

︶の
上
に
卒そ

塔と

婆ば

や
五ご

輪り
ん

塔と
う

が
描
か
れ

て
い
ま
す
︒
し
か
し
︑
棺ひ

つ
ぎ

や
死
の
間
際
に
生
き
た
ま
ま
放
置
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
遺
体
も
描
か

れ
て
い
て
︑
餓
鬼
や
犬
が
屍し

骸が
い

と
人
骨
を
ま
さ
ぐ
っ
て
い
ま
す
︒
庶
民
で
は
野
捨
て
に
ち
か
い

﹁
遺い

棄き

葬そ
う

﹂
も
あ
り
ま
し
た
︒

塚
の
墳
墓
に
建
て
ら
れ
た
五
輪
塔
な
ど
は
﹁
お
墓
﹂
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
五
輪
塔
の
五
輪
と

は
﹁
地
・
水
・
火
・
風
・
空
﹂
と
い
っ
て
︑
仏
教
で
は
世
界
や
人
間
を
構
成
す
る
五
つ
の
要
素

で
あ
る
と
説
明
さ
れ
ま
す
︒
五
輪
塔
は
﹁
仏
﹂
を
表
し
て
い
て
︑
遺
骨
や
遺
体
の
上
に
安
置
し

て
死
者
を
供く

養よ
う

し
て
い
る
石
塔
で
す
︒
つ
ま
り
石
塔
=
墓︵
墓
石
︶で
は
な
く
﹁
供
養
塔
﹂
で
し

た
︒
丘
陵
の
雑
木
林
で
発
掘
さ
れ
た
﹁
一い

ち

の
谷た

に

中
世
墳
墓
群
﹂︵
静
岡
県
磐い

わ

田た

市
︶は
︑
平
安
時

代
の
終
わ
り
か
ら
中
世
末
期
ま
で
の
お
墓
で
し
た
が
︑
ほ
と
ん
ど
石
塔
は
出
土
し
て
い
ま
せ
ん
︒

庶
民
の
墓
は
遺
骨
を
埋
葬
し
て
丸
石
を
敷
き
詰
め
る
形
態
で
︑
あ
た
か
も
﹁
賽さ

い

の
河
原
﹂
の
よ

う
な
光
景
で
し
た
︒

死
者
や
先
祖
を
祀ま

つ

る﹁
お
墓
﹂
と
し
て
の
石
塔
が
一
般
化
す
る
の
は
江
戸
時
代
か
ら
で
す
︒
そ

れ
で
も
ま
だ
一
部
の
富
裕
層
し
か
墓
を
持
て
ま
せ
ん
で
し
た
︒
ご
く
普
通
の
人
々
が
墓︵
石
塔
︶

を
造
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
︑
明
治
以
降
と
い
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒
か
と
い
っ
て

庶
民
に
は
墓
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
︑
遺
体
や
遺
骨
を
埋
め
た
埋
葬
﹁
墓
地
﹂
は
あ
り
ま
し
た
︒

「
お
墓
」っ
て

「
お
墓
」っ
て

昔
か
ら
あ
る

昔
か
ら
あ
る
も
の
な
の
で
す
か
？

も
の
な
の
で
す
か
？

石せ
き

塔と
う

が
一
般
化
す
る
の
は
江
戸
時
代
か
ら
で
す
。
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